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１３． 平面ベクトル

１３－２． ベクトルと平面図形

１３－２－３． 図形への応用

１３－２－３－１．同一直線上にある条件

平面上の 3点が同一直線上にあるための条件は、次のようになる。

平面上の 3点が同一直線上にあるための条件

3点A、B、Cが同一直線上にある

⇔ ABAC k を満たす実数 k が存在する。

（例）

三角形ABCにおいて、辺ABの中点をM、線分MCの中点をN、辺BCを 1:2 に内分す

る点を Pとする。3点A、N、 Pが同一直線上にあることを、ベクトルを用いて示そう。

bAB 、 cAC

とする。
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したがって、A、N、 Pは同一直線上にある。
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（例）

三角形OABにおいて、辺OAを 1:2 に内分する点をC、辺OBを 1:3 に内分する点をDと

する。さらに、線分BCと線分ADの交点を Pとする。 aOA 、 bOB とするとき、OP

を a 、b を用いて表そう。
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 ss  1:PC:BP とすると
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 tt  1:PD:AP とすると
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0a 、 0b かつ、a とb は平行でないから、OPを a とb を用いて表す表し方は一通り

である。よって
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この連立方程式を解くと
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